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校長　吉川 茂樹

６年生 平和を「自分ごと」として考えた一日

　６月２５日（木）、６年生が校外学習でピース大阪（大阪

国際平和センター）を訪れました。

　館内では、戦時中のアジアの地図や、大阪大空襲による住

宅・食料不足の実態を記録した写真や資料を前に、子どもた

ちは立ち止まり、じっくりと展示に見入っていました。「住

宅難と食糧難」というパネルには、戦災で家を失った人々の

暮らしがリアルな数字とともに示されており、何人もの子が

食い入るように読んでいる姿が印象的でした。

　学校で学んだことが、「本物」の資料と出会うことで、初

めて実感を伴って迫ってくる——そんな体験ができた一日だ

ったと思います。

　６年生には、今回感じたことを、ぜひ家族と話してほしい

と思います。平和について語り合うこと自体が、もう一つの

「平和学習」です。

沖小だより

笑顔でつながる１週間「つながるんるん週間」スタート！

　６月２９日（月）から７月３日（金）にかけて、全学級

で「つながるんるん週間」を実施しています。

　これは、友だちとの関わりを増やし、安心して過ごせる

学級づくりを進めることをねらいとした取り組みです。毎

日お昼の１０分間、担任も一緒になって楽しみながら、ク

ラスみんなでちょっとしたゲームや交流活動に取り組んで

います。今週の活動は、「すきなものビンゴ！」「じゃんけ

んサインラリー」「黙って仲間あつめ」などです。

　写真は、教室を自由に動き回りながら友だちと関わる子

どもたちの様子です。たった１０分でも、笑顔があふれ、

クラスの空気がほぐれていく様子が印象的でした。こうし

て「つながる場」を意図的につくる。そんな先生たちの工

夫が、子どもたちの安心感につながっています。

沖小４年生の授業が、地域情報サイトに紹介されました！

　地域の情報発信サイト「もりかどつーしん」に、本校４年生の総合的な学習の時間の取り組み

が取り上げられました。４年生は「地域のみんなが笑顔になる夏祭りをつくろう」をテーマに、

子どもたちは企画・準備を重ね、いよいよ７月２日（木）9:30〜11:30、沖小学校体育館にて

「沖祭」を開催します。地域の皆様もぜひご来場ください。記事はこちら（「もりかどつーしん」

で検索）からもご覧いただけます。こちらをタップ→

https://www.morikado2.jp/topic/oki-20260630.html


校長コラム　〜「能力承認」よりも「存在承認」を〜

　「もっと勉強ができるようになってほ

しい」

　「運動会で精いっぱい頑張ってほしい」

　「苦手なことにも、少しずつ向き合っ

てほしい」

　親として、そう願うのは自然なことで

す。

　だからこそ、うまくいったときには

「よくできたね！」と声をかけたくなる。

もちろん、それはとても大切なことです。

　ただ——もし「ほめる」が「できたと

きだけ」になっていたとしたら、どうでしょう。

——「できないときの自分は、ダメなのかな……」子どもの心に、そんな小さな影がさすことが

あります。

　教育哲学者の苫野一徳さんは、「人は、無条件に存在を認められてこそ、自分らしく自由に生

きられる」と言います。

　結果や能力とは関係なく、「あなたがここにいてくれるだけで、うれしい」「そのままの君が、

大切だよ」——そんな思いを日々の言葉で伝えること。それを存在承認と呼びます。

　たとえば、こんなひとことです。

　朝、「おはよう。今日も顔が見られてよかった」

 　帰宅時、「おかえり。待ってたよ」

 　夜、「今日も一緒にいられてありがとう」

　特別な言葉でなくていい。ただ、その子がそこにいることを喜んでいる——そのことが伝わる

だけで、子どもの心には「自分はここにいていいんだ」という、静かで温かな安心感が根づいて

いきます。

　その安心感が土台になると、子どもは失敗を恐れずに動けるようになります。うまくいかない

日も「また明日やってみよう」と思える。そして、その小さな挑戦の積み重ねが、やがて本物の

力を育てていくのです。

　子どもは、桜梅桃李の花のようなものだと思います。

　桜は春に一斉に咲き誇り、梅は冬の寒さの中で静かに香りを放ちます。桃はやわらかな色で人

の心を和ませ、李はじっくりと時間をかけて甘い実を結びます。

　咲く時期も、姿も、香りも、どれひとつ同じではありません。それでも、どの花も、そこに咲

いているだけで世界を彩り、見る人の心を温めてくれる。

　子どもたちも、きっとそうです。

　それぞれの季節に、それぞれの花を咲かせます。私たちは、その花が咲くのを急がせず、隣の

花と比べず、ただ「咲いてくれてありがとう」と、静かに見守っていきたいと思っています。
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